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が運⽤
や など

がフルノード︖

OP_CAT の 年 ⽉くらい

という、 風のプログラムを スクリプトに変換するツールを
使っている

おそらく が運⽤している
は で スクリプトを実⾏するライブラリ

かいつまむ
年 ⽉の段階では、 OP_CAT が動く での が動いた

に OP_CAT が取り込まれるかどうかは未定

マルチシグでのフェデレーション⽅式と ⽅式を進めている 並⾏して︖
ファウンデーションを⽴ち上げた 前からあったのかもしれない

から を持たずに を刻む という を作った



こんなこともできますよ、ということだろうが、

概要
社が中⼼になって開発している 技術。 系である。

技術の中でも 社の を採⽤している。
向けには既に稼働している。

ロードマップには のことは書いていないようだ とも とも書いていな
い 。

上でのスマートコントラクトは で動作する ⾔語 風 である。
は や チェーンで使われている

向けになっているそうだ
で書かれたスマコンを や スクリプトに変換するのではない。 で

実⾏して計算の正当性を表す証明 証明 を⽣成し、それを のスマコンなり
スクリプトなりによる によって確認されるということになっている。

では既に はスマコンになっている

から にデポジットして、終わったらウィズドローする、というのは
と同じ。

の
は と の両⽅に同時に決済できる になることを目指している。

デュアルファイナリティ
と の両⽅で同様の最新の状態を持つことを目指している

と の資産を組み合わせて利⽤できる可能性がある
で取引を開始し、 で取引を完了し、最終的に として残⾼を

得る、など。
内でのやりとりはトークンである を使⽤されることがある 必ずではな

く︖
デポジットするときに を購⼊するイメージになるんだろうか︖

は、 上での実績を活かし、 のスケーラビリティと機能性を向上
させることを目指しています。



と の統合
は と の両⽅に対応する 両チェーンを単⼀レイヤーで統合

する
の課題と の解決策
証明を使って 上で複雑なアプリを実⾏できるようにする

ブリッジング⼿法の検討
マルチシグベースのブリッジ
OP_CAT が採⽤されない場合の代替策として を使う

OP_CAT の採⽤

エコシステムの拡⼤
ウォレットを通じた との連携も考えている

ブリッジ実装への取り組み OP_CAT の代替策ともいえる

フェデレーテッドモデル マルチシグ
共同署名者のグループがマルチシグを通じて 上にロックして された

トークンを共同で保護する
フェデレーションはブリッジされた量と同僚の を 上に

する責任を負う
マルチシグブリッジは⼿数料の削減と の向上はあるものの、署名の⼤多数が誠
実である必要があるので が制限される 署名に時間がかかるので時間がか
かることを⾔いたい︖ 誠実な⼈を⾒つけるのが⼤変︖

マルチシグの代わりに を使⽤すると、オペレーターの⼀⼈だけが正直であ
ることを要求される



マルチシグや の研究をしている間に OP_CAT がアクティベートされるという

目論⾒だろう。

⽤語

の 名 でもあり、そのスマートコントラクトの⾔語名 ⾔語 でもあ
る。

⽤語 ステュー
社が開発中の次世代 プロバー（証明⽣成器）です。

現在は 向けの で、次世代が 向けの
や の根幹にある 技術の性能・柔軟性を⼤幅に向上させることを目

的としています。
特徴

証明の⽣成（プローバー）をより速く・汎⽤的に⾏う
性能向上
より効率的な証明⽣成により、計算コストを削減し、⼤規模 にも耐えうるス
ケーリング性能を実現。
マルチステップ証明（ ）
「証明の証明を⽣成する」仕組み（ ）に対応し、複数ステート変
更を⼀括で証明するなど、⾼度な構造が可能。
柔軟なインフラとの統合

だけでなく、将来的には との統合にも対応できるよう設計されて
いる。



による調査
doc

StarknetでのEthereum送金は、Ethereumのレイヤー2（L2）ネットワークとしてのStarknet

の仕組みに基づいて動作します。Starknetは、Ethereumのスケーラビリティの限界を克服

し、Ethereumのセキュリティと分散性を維持するように設計されたValidity Rollupです 。

EthereumをStarknetに送金する基本的な流れは以下のようになります。

1. **デポジット（入金）**：ユーザーは、自身のEthereumウォレットからStarknetネット

ワーク上の自身のアカウントにETHをデポジット（入金）します。このプロセスは、通常、

EthereumのL1上でのトランザクションを伴い、ブリッジと呼ばれる仕組みを利用します。

「Atomiq brings wBTC to Starknet, enabling Bitcoin DeFi」という記事 にもあるよ

うに、オンチェーンエスクローとBitcoin PoW検証を用いたブリッジの例が示唆されています

が、Ethereumに関しても同様のブリッジング技術が用いられると考えられます。

2. **Starknet上でのトランザクション**：ETHがStarknetにブリッジされると、ユーザー

はStarknetの環境内で、より低い手数料とより速いトランザクション速度でETHを他の

Starknetユーザーに送金したり、Starknet上の様々な分散型アプリケーション（dApps）を

利用したりできます 。Starknetはオフチェーンで多数のトランザクションを実行し、それら

を単一のSTARK証明にまとめます 。

3. **STARK証明による検証**：オフチェーンで実行されたトランザクションのバッチは、

STARK証明によってその有効性が証明されます 。このSTARK証明は、EthereumのL1（親

チェーン）に送信され、そこで検証されます。STARK証明は、高いセキュリティを提供し、ト

ラステッドセットアップを必要としないという特徴があります 。

4. **ウィズドロー（出金）**：Starknet上のETHをEthereumのL1に戻したい場合、ユー

ザーはウィズドロー（出金）のリクエストを行います。このプロセスもブリッジを介して行わ

れ、Starknet上でのトランザクションと、それに対応するEthereum L1上でのトランザクショ

ンによって資金が移動します 。

Starknetの重要な特徴として、**Native Account Abstraction** が挙げられます。これに

より、すべてのアカウントがスマートアカウントとなり、開発者はプロトコルレベルではな

く、独自にアカウントの振る舞いを決定できます。これは、より柔軟なアカウント管理と、指

紋認証や顔認証などのより使い慣れたログイン方法によるユーザーエクスペリエンスの向上に

繋がります 。

Starknetは、Ethereumのセキュリティと分散性を維持しながら、**レイヤー2スケーリング

** を実現し、**即時かつ安価なトランザクション** を提供することで、Ethereumの送金を

より効率的に行うことを目指しています。また、StarknetはEthereumだけでなくBitcoinと

も連携し、両方のチェーンを単一のレイヤーでスケールすることを目指しており 、将来的に

はBitcoinとEthereum間のより容易でトラストレスな資産の移動も可能になる可能性がありま



す 。

による調査

は、イーサリアムブロックチェーンのスケーラビリティ問題を解決するために設計
された （ ）スケーリングソリューションであり、近年、その戦略的焦点をビット
コインにも拡⼤している。

は、単なるトランザクションのスケーリングにとどまらず、複雑な計算処理をオン
チェーンで可能にすることを目指しており、これにより従来は実現不可能だった新しいタイ
プの分散型アプリケーション（ ）の登場を促す。
そのビジョンは、ビットコインの持つ信頼性（ ）とイーサリアムの持つ実⽤性
（ ）を組み合わせることで、新たな （分散型⾦融）体験を創出し 、最終的には世
界最⼤の つのブロックチェーンのための統⼀された、⾼度にスケーラブルな実⾏レイヤー
となることである。

のロードマップにおける最も注目すべき動きの⼀つは、イーサリアムに加えてビッ
トコインの実⾏レイヤーにもなるという、野⼼的な戦略的転換である。

戦略の目標
ビットコインのスケーリング ビットコインの現在のトランザクション処理能⼒（約

）を、 上で数千 以上にスケールさせる。
ビットコイン上での表現⼒向上 を介して、ビットコイン上でこれまで不可能
だった複雑なアプリケーションやスマートコントラクト（ など）を可能にする。
エコシステムの統合 イーサリアムとビットコインという⼆⼤ブロックチェーンエコ
システムを、単⼀の 上で接続し、流動性と機能性を統合する。

技術的アプローチや関連する動き
技術要素

ビットコイン上での 証明の検証、トラストレスなブリッジを実現するため
のビットコインのソフトフォーク提案（ ）の推進、 が採⽤されな
い場合の代替案（ など）の検討、ビットコイン上でのスマートコントラクト
機能（ ）を可能にするための研究（ 。

具体的な取り組み
による戦略的ビットコイン準備⾦（ ）の保有と拡⼤、主要なビット

コインウォレット との統合（ と 間のクロスチェーンスワップが既
に稼働）、ビットコイン関連プロジェクトを対象とした助成⾦プログラム「

」の開始、 ウォレットを介したビットコイン で
の ⽀払い対応、 による の への導⼊、 研究への

万ドルの資⾦提供。



業界の反応
イーサリアム共同創設者ヴィタリック・ブテリンを含む業界の著名⼈からも、安
全性の⾼いビットコイン のアイデアに対する関⼼や⽀持が⽰されている。

しかし、この戦略の完全な成功は、ビットコインプロトコルのアップグレード（
など）といった外部要因に依存する部分もあり、戦略的なリスクを伴う⼤胆な賭けであ
ると⾔える。

まとめ
の強みは、その先進的な技術（特に の特性）、明確な⻑期ビジョン、開

発者中⼼のアプローチ、そして完全な分散化への強いコミットメントにある。⼀⽅で、
⾔語の学習曲線、 互換性を優先する競合との激しい競争、そしてビットコイン

戦略の成功が外部要因（プロトコルアップグレード）に依存する点などが課題として挙
げられる。

動作状況
現状 ⽉ では、 は とのトラストレスなブリッジを作ることはできていな
い。

の

で OP_CAT が有効になった 環境でのデモは動いたそうだ。

による概要
OP_CAT が有効な環境を作り、ドメイン固有⾔語 の を使って 上に

再帰的コベナント を実装している。
はハッシュ関数の とは違う。 スクリプトを作るのと、それを

展開したりスクリプトを解いて展開したりもできるようだ。 で疑似ス
クリプトを書くので、そのテストができそう。

ブリッジのしくみ
再帰的コベナント︓各トランザクションが次のトランザクションの構造を強制
し、連鎖的に状態を更新するしくみ

署名と を使った
で実現するトランザクション間の状態遷移

状態管理︓ OP_RETURN にアカウントデータの を格納することで状態

の検証と更新を⾏う
⼊⾦や出⾦でブリッジは更新される



バッチ処理︓複数の⼊出⾦を にまとめて トランザクションで展
開

と がある。
から に⼊⾦している。

OP_RETURN の⽂字からすると、 は 、 は状態という

ところか。
⼊⾦は の からしかできないようにしている︖

になっているが、 つしか がなければそれが になる
のでこんなに⾯倒ではないか。

出⾦するアドレスは のどれかのアドレスになるということをいって
いる︖

OP_CAT が有効になっている の inquisition.taprootwizards.com を使って

いる
OP_CAT だけではコベナンツは難しそう の だが、他の仕様

を追加したような記述がない。



を で分散化
を で選定することで分散化させる計画がある。


